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麴氏高昌囷(J)都城.高昌城（力弓* - v·'"") (J)規模仁 --.J~\-C 、 『隋書』巻韶西域伝高昌(l)灸,土「其
(J)都城，土、周廼一千八百四十歩J t 伝元 -C~ 丶石。乙 (J)記事,t丶昔時0高昌城(J)規模在推定寸石際仁拋
QX巻唯-(J)貴重在、文猷史料匕 tj?-::,-C~ 丶石。既仁同灸在分析色九-C~\Q嶋崎昌氏以 1) 、之 (J)記事仁関
l,-C 、黃文弼氏(J)調査仁 .}:Q実際(l)高昌城址(l)周拥(l)規模力', ;13J: 壬u里（中囯里、 5 虹) L'd!>Q 幻
二七力、 G 、 「一千八百四十歩匕心大 Ii、六里余 rn:: 肖 Q3) 力、 G 、隋時(J)高昌城/;:J: tj? 宓大分小合力丶 -::,1::_
GL,~\J 匕推測色九T苾 6九Q4) 。岂 G 仁氏以、同匕＜貲文弼氏力＼汨址,::'之大城(J) 中仁子城（中心
部(J)城磬） (J)dt>-::>t::. 跡力吁护丑1,Q 匕報告 l,-C~\Q 乙匕在挙,11:i 九sJ' r隋(J)高昌城栻大城(J) 1.-逹石以
前(J) 屯 (J)"(-dt>-::, t::. 0 "J 力汀 k 注岂 n-c~\Q6) 0 
乙扣：：対 L,t閻文儒氏栻、高昌城老外城．內城（外城(J)中間丶宮城(l)南面仁位置寸石。貲文弼氐(l)
指摘色九忍子城仁相音寸石力丶？） ．宮城(J)三匡域仁分it-c説明岂九Q 7) 。氏力璠侖文仁掲載寸石故城平
面図,:: J: 九氐8) 、內城以3500m前後苾叭『隋書』仁伝~Q都城周匪(J)敷值匕近心屯 (J) 匕 tj?Q 。內· 外
城匕屯仁方形老成 l,-C~\Q 力＼外城以四面匕屯弧線在描岂、西北(J)角力甲邗獸司日Jj..、東面北半部力t外
仁向 -::>-C突出 L, -C~ 必。外城壁栻、土在7岂固叻t築力、九t 苾 f) (版築、版層 (J)厚岂 8-12cm) 、厚含
/j: 約12m前後、殘存部分(J)高岂（最高),ill. 5m仁達寸 Qo 圭左馬面（敵台•接台）令城門（西壁 2 門
＜北僙q(J)門以甕城在具~Q>· 北、東壁各 2 門．南壁 3 門）在具元-C~\Q9) 。閽文儒氏栻、乙 "J L, 左
馬面令甕城力;外城仁存在9Q 乙匕辛、宮城內(J)遺址(l)版層力＼比較的厚＜丶主左城中。小堡星內(l)建築
物匕寺院遺址力,-tx-c 日乾煉瓦T造Gnt~丶石建築(J)特徵力\唐d!)Q~\,糾習以後(l)天山以南各地(l)建
築(J)-ftl, 巳恿TQ 屯 (l) 匕岂 n,~G 仁『西州図経』 (P. 2009) ,:: 「聖人塔丶在子城東北角」 t it6 t) 四＼
唐代西州城,:: ,t既仁子城力'dt>-:::法上推測~tl,Q 之匕力、 B 、外城力，西州時代仁築力、九左匕推定色九-C~\
Q 11) 0 
乙九 G両氏(J)見解，才処石在沔氐隋代仁揉周拥叨叩m台(l)規模1.-dt> -::i 左高昌都城力',}書(l)西州時代仁
,i、子九在拥心外城力；構築岂九左 t~ 丶 3 乙幻：： tj? 0 "J 。同時仁現時寺、沼辻、外城力，高昌囯時代，：：寸t
仁存在 L, -C~ 丶左可能性屯十分考元 6九QI 2) (J) "(-、今後 (J)本格的在刁訐註周査,」耕待9Q部分,t少在丶<在、
心。左 t::.嶋崎．閽両氏(J)推測力丐山認i1) G 九乙七寸Q tj? G ,I, 肖然(l) 乙匕心力丐乙 (l)高昌城(l)掂張比
640年仁始圭石唐(J)西州経営七深＜関連寸Qo 唐啟丶二 (l)地仁西州老設置'°9-Q 七同時仁安西都護府在
置巻、卜 '7)七77 :;,;:t鎮守軍兵力「駐屯寸乙前線莘地 t tj?-::, 左。加~-C 、 「在京及衽諸州 (J)死罪(l)囚徒
在西州仁配 l,-C 戸 k 在寸 J (盯日唐書』巻 3 太宗紀貞観16年<642>正月灸） tj? t'、圭岂，：：「高昌田民，土
























































1 ) 嶋崎昌 I1惰書』高昌傍解説J 1惰唐時代の東トゥルキスタン研究』東京大学出版会、1977年、
pp.311-340。
2 ) 黄文弼『吐魯番考古記Jl (中国科学院、 1954年)p.4。
3) 惰・唐時期を考えると、 l歩は惰で 6尺・唐で 5尺、 l尺は惰で29.51cm(開皇官尺)・唐で31.








4) 嶋崎昌、前掲論文、 p.325o 5) 黄文弼、前掲書、 p.40 
6) 嶋崎昌、前掲論文、 p.337，注(19)。
7 ) 間文儒「吐魯、番的高昌故城J 1文物J]1962年第7・8期、 pp.28-32( ii'三十年Jpp.136-41)。
8 ) 閣文儒、前掲論文、 p.29，図 1 I高昌故城平面図」。













































































(4)額済動克 (a)Hajelik/沙雅県・大望j庫木の西南約 5km 
(b)城壁沙中に埋没す、遺祉範囲は縦横約2.5km( Ir考古記.11p.20) 
(c)漢代遺祉(Ir考古記.11p.20) 
( 5 )大望庫木旧城 (a)Dawan-kum/額皆勤克旧城の南約 5km 
白)城壁の残存は見られず(Ir考古記Jlp.20) 










































④く内層〉周囲約54m く外層〉周囲約161m、城壁の基祉・高さ1m弱 (Ii'考古記.!lp.20) 
(c) ①漢職、唐以後重修 ③漢増、唐以後重修 ④古時の軍事中心地域 (未完)
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